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三浦清史
　「まえがき」を担当された青山恭之さん同様、ぼくも建築の設計を生業としている。
　みんなが建物をすばらしい作品としてつくれば、おのずからすばらしい街なみが現れてくるはずだ、若い頃は単
純にそう考えていた。しかし必ずしも、というよりも、必ずそうなっていないのは、「まえがき」の「場所と表現
をめぐる旅」で青山さんが指摘された「場所」の課題に踏み込めていないからだろうか。だが、そうした束縛から
はなれたところでアートは輝いているような気がする（おそらく青山さんも同じように思っているのではないだろうか）。
　庭を含み敷地までのデザインが建築で、その中に建つ家具のような器を建物と呼ぶ。僕はそう思っている。だか
ら建築は、場所や時代のしがらみからアートにはなり得ず、技術の範疇にとどまってしまう。それはそれでいいと
思うが、技術の額縁の中で収める建物のみに思いを込めていれば、あるいは建築家でもアーティストの仲間入りで
きる手がかりをつかめるのかもしれない。あの堀口捨己だって、都市にある様々なしがらみから離れてこそ純粋な
建築をつくることができると紫烟荘をつくった感想を（「建築の非都市的なるものについて」『紫烟荘圖集』で）記している。
　画家が別所沼で額縁を購入するように、無責任と誹

そし
られようと、気心の知れた庭師に額縁づくりをまかせられれ

ば建物つくりに専念ができて、もしかしたら僕でもアーティストになれるかも知れない。
　ではどんな建物に思いを込めたいのか。それはやっぱり色気のある建物だろう。宝船展が終わってから、隣に展
示した佐藤仁美さんと意見が一致した (と思っている）。彼女もはじめは武蔵美の建築で学んでいて、青山さんの後輩
である。で、「あとがき」が「まえがき」を話の種にイジっていてどうするんだ、とつっこみが入ったところでこ
の話は終わりにしよう、これからのディベートは「アート長屋」の中にある井戸端に場を移して行えばよい。

■
　いずれこの記録集も「アート長屋」に収蔵される。「アート長屋」はぼくたちSMFが運営するアンデバンダン展
である。アートに関心をもつ誰もが、ネット上の長屋に敷金家賃なしで部屋を借り、そこで自分の作品や夢を表現
することができる。この長屋には隣接して「アート物置」と呼ばれる蔵が建ち、そこには書架もあり、この記録集
をはじめ様々な作品、報告がしまわれたアーカイブズでもある。長屋には井戸もあり道行く人も入居者たちもそこ
に集い、住戸の作品や蔵の中から話の種を引っ張り出して井戸端談義に花を咲かせる。そんなヴァーチャルコミュ
ニティを目論んで発足した「アート井戸端」だが、まだ充分に活用されているとは言いがたい。
　「アート長屋」を建設するはるか前、SMFが発足した翌年から始まったのが「ラウンドテーブル」である。年に
一度、アートを表現する側ばかりではなく、企画する側、楽しむ側、様々な立場からアートに惹かれた個人や団体が、
車座になり、あるいは円卓を囲み（囲むのが炬燵だったこともあったが）、相

face to face
対で、作品を語り、夢を語り、思いを語り

合うひとときを持つ。
　「宝船展」はこの「ラウンドテーブル」と「アート長屋」を両親として産まれたインスタレーションである。「アー
ト長屋」がいまだ成功にほど遠く「アート井戸端」も失敗寸前のところを彷

さま よ
徨っていて、これからの成功を願うと

すればこちらが母親になるのだろう。
■

　さて肝心の「宝船展2018＠MOMAS」。この企画展は3回目を迎えたが、これまではネット上の「宝船展 on 
the net」を経て、埼玉県立近代美術館内で現実の「宝船展＠MOMAS」へと続いたのだが、今回は諸般の事情か
ら前者を省略し、後者のみで勝負した。にも拘わらず前回を上回る出展者が集まったことは嬉しい予想外れだった。
　そして感想をもうひとつ。入場してほどなく、三友周太さんが精魂込めて並べた大量のキューブ、整然としなが
ら僅かにゆらいで色気を醸し出す配列の群れに、サッカーボールを蹴り込みたくなる衝動を会期期間の5日間、我
慢し続け、そしてそれを誰かやらないかなと期待し続けていたのはぼくだけだったろうか。

■
　「あとがき」を任されながら、相も変わらず、とりとめのない徒

むだばなし
話になってしまいました。次のページに、ぼく

たちSMFの履歴書を掲載し「あとがき」に代えることでお許しをいただき、そして、この誌面を借りて、出展者
の方々、鑑賞に来て下さった方々、そして一緒に主催をして下さった埼玉県立近代美術館のご厚意に、SMF一同、
厚く御礼申し上げる次第です。


